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～日本一のブランド「あっさぶメークイン」を守ろう！～

町立公園の現況と今後の整備計画について

産業厚生常任委員会・第１回所管事務調査

平成29年度総務文教・産業厚生常任委員会第１回所管事務調査の様子

総務文教常任委員会・第１回所管事務調査

荒廃農地の利活用について



　
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
15
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
、
補
正
予
算
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
等
24
件
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
４
９

万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
８

億
７
９
４
９
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
追
加
補
正
さ
れ
た
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費
補

助
金	

（
３
８
０
万
円
）

　●
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
報
償

費	

（
５
０
０
万
円
）

●
認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事
基
本

設
計
・
実
施
設
計
委
託
料

	

（
３
１
６
９
万
６
千
円
）

●
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
出
資
金

	

（
２
５
０
万
円
）

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

費
補
助
金	

（
９
０
０
万
円
）

●
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

	

（
１
７
４
４
万
５
千
円
）

問
　
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
設
立

出
資
金
に
つ
い
て

答
　
設
立
に
関
し
て
25
％
、
２
５

０
万
円
未
満
の
範
囲
内
で
の
出
資

金
で
す
。

問
　
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
報

償
費
に
つ
い
て

答
　
地
方
創
生
の
人
材
支
援
制
度

に
よ
っ
て
新
経
済
連
盟
か
ら
派
遣

さ
れ
た
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

へ
の
報
償
費
で
す
。

問
　
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

用
に
つ
い
て

答
　
町
で
バ
ス
を
用
意
し
、
運
行
・

車
両
管
理
に
つ
い
て
は
、
業
務
委

託
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

一

般

会

計

認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事
基
本
設
計
・
実
施
設
計
委
託
料

な
ど
９
５
４
９
万
８
千
円
を
補
正

総
額
３
８
億
７
９
４
９
万
８
千
円

補
正
予
算
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入
等
促
進
事
業
に
つ
い
て

答
　
学
校
運
営
の
課
題
等
に
つ
い

て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
、
学
校

長
、
教
員
等
が
広
く
参
画
で
き
る

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
新
農
業
委
員

会
制
度
並
び
に
農
業
委
員
会
の
定

数
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
14

人
の
新
た
な
農
業
委
員
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
・
小
野
寺
孔
氏
（
鶉
）

　
・
木
口
幸
弘
氏
（
赤
沼
町
）

　
・
斉
藤
和
博
氏
（
当
路
）

　
・
佐
藤
貴
彦
氏
（
相
生
）

　
・
佐
藤
龍
也
氏
（
新
栄
）

　
・
佐
藤
美
登
子
氏
（
上
里
）

　
・
下
川
部
和
宏
氏
（
稲
見
）

　
・
外
﨑
明
氏
（
木
間
内
）

　
・
高
田
隆
氏
（
富
栄
）

　
・
奈
良
正
人
氏
（
鶉
町
）

　
・
西
口
智
章
氏
（
館
町
）

　
・
前
田
秀
幸
氏
（
富
栄
）

　
・
由
利
昭
人
氏
（
新
栄
）

　
・
吉
田
藍
氏
（
当
路
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
７
万
２

千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
８
２

５
８
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
集
排
施
設
の

修
繕
料
で
す
。

●
檜
山
管
内
公
平
委
員
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更

●
檜
山
管
内
行
政
不
服
審
査
委
員

会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

●
議
員
研
修
会
（
道
議
長
会
主
催
）

及
び
行
政
視
察

　
目
的
　�

分
権
時
代
に
対
応
し
た

議
会
の
活
性
化
及
び
議

員
の
資
質
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
農
業
先
進

地
を
視
察
し
、
今
後
の

行
政
推
進
の
参
考
と
す

る
。

　
場
所
　
札
幌
市

　
　
　
　
沙
流
郡
平
取
町

　
期
間
　
７
月
４
日
～
５
日

　
議
員
　
全
議
員

●
全
道
議
会
広
報
研
修
会

　
目
的
　�

議
会
だ
よ
り
の
編
集
技

術
向
上
と
読
者
普
及
発

展
に
資
す
る
た
め
、
町

村
議
会
広
報
の
事
例
発

表
と
貢
献
を
研
修
す
る
。

　
場
所
　
札
幌
市

　
期
間
　
８
月
21
日
～
22
日

　
派
遣
議
員
　
松
村
松
雄

　
　
　
　
　
　
只
野
勲

　
　
　
　
　
　
浜
塚
久
好

　
　
　
　
　
　
下
川
部
洋
伸

●
厚
沢
部
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
の
繰
越

●
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
近
藤
良
信
さ
ん
（
新
町
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。 農

業
集
落
排
水
会
計

規

約

人

事

報
　

告

議
員
派
遣

まちの議会を
　　傍聴してみませんか
町政はあなたのために
　次の定例会は９月４日（月）からです。
手続きは、議会事務局備え付けの傍聴者名簿に
住所・氏名を記入するだけです。

問①
基
本
計
画
の
中
で
１
番
大
き
く

事
情
が
変
わ
っ
た
部
分
は
ど
こ
か
。

②
検
証
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

質　問　１

基
本
計
画
の
も
と
、
当
初
見
込
み
の
約

1.5
倍
の
事
業
を
展
開

第
５
次
厚
沢
部
町
総
合
計
画
前
期
５
年
間

の
実
績
等
に
つ
い
て

渋

田

町

長

山

崎

孝

議

員

山崎議員

～
聞
い
て
み
た
い
、こ
ん
な
こ
と
～

一般会計補正予算の内訳（歳出のみ）

区　　　分 補　正　額 補正後の額

総　　 務　　 費 ５０，５０５千円 ８８３，５７０千円

民　　 生　　 費 ３０５千円 ７９０，６６７千円

衛　　 生　　 費 １，６９９千円 ４１２，５１０千円

農 林 水 産 業 費 １，１７２千円 ４６５，８４７千円

商　　 工　　 費 １０，８１０千円 ９１，１６０千円

教　　 育　　 費 ３１，００７千円 ３２５，５１０千円

合　　　　　 計 ９５，４９８千円 ３，８７９，４９８千円
（補正後の予算総額）
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③
外
部
検
証
委
員
会
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

④
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
住
民
参

加
の
道
を
広
げ
て
は
ど
う
か
。

⑤
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答①
金
額
ベ
ー
ス
で
産
業
関
係
の
種

イ
モ
選
別
施
設
の
建
設
費
の
増
額

が
最
も
多
く
、
次
い
で
地
域
集
会

施
設
の
改
修
、
情
報
関
係
で
テ
レ

ビ
の
難
視
対
策
等
の
事
業
費
増
で
す
。

②
各
関
係
課
長
以
下
の
職
員
で
検

証
し
て
い
ま
す
。

③
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
別
委
員
会
の

中
で
検
証
し
て
い
ま
す
。

⑤
移
住
交
流
が
人
口
減
少
の
歯
止

め
を
か
け
る
対
策
と
考
え
て
い
ま

す
。

答　
構
想
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
民
間
の
力
も
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
地
区
と
し
て
、
上
里

地
区
へ
の
移
住
体
験
住
宅
、
移
住

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
町
が
進
め
て

い
る
ほ
か
、
サ
高
住
10
戸
の
建
設

が
民
間
に
よ
っ
て
計
画
中
で
あ

り
、
民
間
が
全
体
を
管
理
し
な
が

ら
移
住
者
を
募
り
、
運
営
に
当
た

る
予
定
で
す
。
移
住
者
に
は
、
単

な
る
移
住
だ
け
で
な
く
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
地
域
の
雇
用
や
新
し

い
仕
事
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
下

に
お
い
て
は
、
都
市
部
か
ら
の
Ｉ

タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
含
め
、
移

住
の
受
け
皿
と
な
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
独
居
老
人
の
増
加
・
超
高
齢
化

時
代
を
目
前
に
し
て
、
高
齢
者
生

活
支
援
事
業
と
し
て
の
生
涯
活
躍

の
ま
ち
構
想
に
つ
い
て
町
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

質問２

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
生
涯

活
躍
の
ま
ち
）
構

想
に
つ
い
て

厚
沢
部
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

を
積
極
的
に
進
め
る

問①
情
報
の
収
集
・
伝
達
体
制
は
。

②
職
員
の
動
員
・
配
備
体
制
は
。

③
総
括
す
る
課
は
。

④
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
の
考
え
は
。

⑤
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
考
え
は
。

⑥
災
害
時
要
支
援
者
名
簿
の
有
無

に
つ
い
て
個
別
計
画
の
作
成
は
。

⑦
災
害
時
要
支
援
者
数
は
。

⑧
他
の
市
町
村
と
比
較
し
た
自
主

防
災
組
織
・
防
災
訓
練
の
実
施
状

況
は
。

答①
気
象
庁
が
発
表
す
る
特
別
警
報

等
で
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
メ
ー
ル
・
テ
レ
ビ
・
消
防
吹

鳴
装
置
・
広
報
車
な
ど
で
住
民
へ

周
知
し
ま
す
。

②
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
各
課
長
及
び
災
害
担
当
の
住
民

運
動
係
及
び
ダ
ム
管
理
担
当
の
農

村
整
備
係
が
待
機
し
ま
す
。
実
際

に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
全

職
員
が
配
備
さ
れ
ま
す
。

③
総
務
政
策
課
長
・
住
民
運
動
係

で
す
。

④
現
在
、
町
の
施
設
ご
と
に
火
災

訓
練
や
町
内
会
で
の
防
災
訓
練
・

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
様
々
な
災
害
を
想
定
し
、

地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
の
協
力
を
得

な
が
ら
各
町
内
会
と
防
災
訓
練
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

⑤
災
害
時
に
は
、
自
助
、
共
助
、

公
助
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ

り
、
町
内
会
連
絡
協
議
会
等
と
連

携
し
、
住
民
自
ら
の
危
機
意
識
を

高
め
る
方
法
・
手
段
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

⑥
災
害
時
要
支
援
者
名
簿
は
平
成

26
年
度
に
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

個
別
計
画
に
つ
い
て
は
檜
山
管
内

に
お
い
て
も
努
力
義
務
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
当
町
で
は
作
成
し
て

い
ま
せ
ん
。

⑦
現
在
の
名
簿
登
録
者
数
は
３
６

６
人
で
す
。

⑧
各
町
内
会
で
組
織
数
は
21
あ

り
、
自
主
防
災
組
織
率
は
１
０

０
％
で
す
。
ま
た
、
防
災
訓
練
の

実
施
状
況
は
平
成
28
年
度
で
は
富

栄
・
館
町
、
新
年
度
に
入
り
上
里

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

質　問　１

災
害
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
防
災
対
策
を

し
て
い
き
た
い

当
町
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

渋

田

町

長

佐
々
木
宏
議
員

佐々木議員

　第２回定例会で意見書２件を原案どおり可決し、関係省庁に提出しました。（内容省略）

●地方財政の充実・強化を求める意見書
　提出先　��内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、内閣府特命担当大臣（経済財

政政策担当）、内閣府特命担当大臣（地方創生・規制改革担当）

●義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/ ２への復元、教職員の超勤解消と「３０人以下学級」
の実現、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた意見書

　提出先　内閣総理大臣、衆議院議長、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、内閣府特命大臣
（地方創生担当）

意見書を提出しました
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第
１
回
臨
時
会
が
５
月
16
日
招

集
さ
れ
、
副
議
長
選
挙
ほ
か
２
件

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
臨
時
会
が
８
月
１
日
招

集
さ
れ
、
補
正
予
算
案
ほ
か
２
件

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
４
万

５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
８
億

８
１
６
４
万
３
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
補
正
の
内
容
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
扶
助
費
の
増
額
で

す
。

●
厚
沢
部
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承

認●
厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
承
認

●
厚
沢
部
・
赤
沼
地
区
農
業
集
落

排
水
施
設
機
能
強
化
対
策
事
業
防

食
被
覆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

●
赤
沼
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

機
能
強
化
対
策
事
業
電
気
設
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結

　
議
会
で
選
挙
し
た
結
果
、
佐
々

木
宏
議
員
が
副
議
長
に
初
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
議
員
は
、
平
成
７
年
に

町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
現
在

６
期
目
で
す
。

　
副
議
長
の
就
任
に
伴
い
、
議
会

構
成
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

□
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
山
崎
　
　
孝

　
　
　
副
委
員
長
　
下
川
部
洋
伸

　
　
　
委
員
　
　
　
浜
塚
　
久
好

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
宏

□
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
高
田
　
一
弥

　
　
　
副
委
員
長
　
松
村
　
松
雄

　
　
　
委
員
　
　
　
中
山
　
俊
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
只
野
　
　
勲

　（
山
崎
孝
委
員
が
総
務
文
教
へ
）

□
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
中
山
　
俊
勝

　
　
　
副
委
員
長
　
只
野
　
　
勲

　
　
　
委
員
　
　
　
浜
塚
　
久
好

　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
　
孝

　
※�
太
字
が
今
回
変
更
と
な
っ
た

委
員
で
す
。

副
議
長
に
佐
々
木
宏

議
員
を
選
出

５月16日

臨

時

会

８月１日

臨

時

会

承

認

契
約
の
締
結

補
正
予
算

一

般

会

計

一般会計補正予算の内訳（歳出のみ）

区　　　分 補　正　額 補正後の額

民　 生　 費 ２，１４５千円 ７９２，８１２千円

合　　　 計 ２，１４５千円 ３，８８１，６４３千円
（補正後の予算総額）

委
員
会
活
動

　
町
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
総

務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
所

管
事
務
調
査
の
内
容
を
次
の
と
お

り
決
定
し
、
７
月
か
ら
調
査
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・�

統
合
中
学
校
舎
の
現
地
確
認
に

つ
い
て

・�

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

・�

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
地
確

認
と
運
営
状
況
に
つ
い
て

・�

緑
町
宅
地
分
譲
地
の
現
状
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て

・�

教
職
員
住
宅
の
現
状
と
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て

・�

レ
ク
の
森
遊
歩
道
の
管
理
状
況

と
現
地
確
認
に
つ
い
て

・�

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況
と
今
後

・�

町
営
牧
場
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
・�

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
（
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

置
状
況
）

・�

荒
廃
農
地
（
上
里
、
稲
見
）
の

利
活
用
に
つ
い
て

・�

繰
越
明
許
事
業
（
生
涯
活
躍
の

ま
ち
構
想
拠
点
施
設
整
備
事

業
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
整
備

事
業
、
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
運
営
配
送
事
業
）
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

の
取
組
み
に
つ
い
て

・�

今
後
の
建
設
事
業
に
係
る
起
債

計
画
と
町
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
・�

町
立
公
園
の
現
況
と
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て

副　議　長
佐々木宏議員
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今
年
７
月
、
九
州
地
方
に
お
い
て

記
録
的
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
甚
大
な

被
害
に
遭
わ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
旧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。「
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」、
よ

く
言
わ
れ
る
教
訓
で
す
が
、
心
の
片

隅
に
留
め
て
お
き
た
い
言
葉
で
す
。

災
害
に
対
す
る
心
構
え
と
し
て
、
災

害
が
発
生
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
る
の
か
常
日
頃
か
ら
考
え
る
こ

と
が
大
切
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
自
助
・
共
助
・
公
助
と
い

う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
考
え
て
対
処
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
、
体
が
不
自
由
で
対
処

出
来
な
い
人
へ
の
対
応
が
必
要
・
大

事
と
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
体
の
不

自
由
な
方
々
と
災
害
が
発
生
し
た
ら

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
が
良
い
の

か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ

こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」

の
言
葉
通
り
、
隣
近
所
の
絆
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
町
は
台

風
等
の
災
害
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
先
も
平
穏
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　（
浜
）

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　
松
村
　
松
雄

　
　
副
委
員
長
　
只
野
　
　
勲

　
　
委
　
　
員
　
浜
塚
　
久
好

　
　
委
　
　
員
　
下
川
部
洋
伸

・�

生
活
道
路
（
館
地
区
）
に
つ
い

て
・�

道
の
駅
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

・�

町
内
危
険
地
域
の
指
定
に
つ
い

て
・�

Ｇ
Ｐ
Ｓ
基
地
局
設
置
事
業
に
つ

い
て

委員会活動状況

月日 委　員　会　名
出　席
委員数

活　動　内　容

６

12 議会運営委員会 ４名 第２回定例会について

15 総務文教常任委員会 ４名 所管事務調査について

15 産業厚生常任委員会 ４名 所管事務調査について

７

10 議会広報編集特別委員会 ４名
広報№95号の編集に
ついて

12 総務文教常任委員会 ４名 第１回所管事務調査

19 産業厚生常任委員会 ４名 第１回所管事務調査

20 議会広報編集特別委員会 ４名
広報№95号の編集に
ついて

８

１ 議会運営委員会 ４名 第２回臨時会について

21 議会広報編集特別委員会 ４名
広報№95号の編集に
ついて

町営牧場の管理状況について

主な議会のうごき
（５月臨時会後から８月臨時会まで）

月日 主　　　　　　要　　　　　事　　　　　項

５

19 第１回町議会臨時会招集（議場）	 議員出席

31 原水爆禁止国民平和大行進来庁（町長室）	 議長出席

６

５
檜山地域振興協議会総会、国道 227 号早期改良整備促進期成
会総会、高規格幹線道路「木古内 ･ 江差間」整備促進協議会
総会（檜山振興局）	 議長出席	

６
少年の主張檜山地区大会「第 30 回厚沢部町予選大会」( 町民
交流センター）	 議員出席

13 北海道町村議会議長会定期総会及び研修会（札幌市）	議長出席

15 第２回町議会定例会招集（議場）	 議員出席

25 第 63 回檜山管内消防総合訓練大会（奥尻町）	 議長出席

28 平成 30 年度管内懸案事項要望（函館市、札幌市）	 議長出席

７

４
議員研修会〔道議長会主催〕及び行政視察（札幌市、平取町
～５日）　	 議員出席

12 総合給食センター竣工式（同センター）	 議員出席

８ １

厚沢部町戦没者慰霊式典（山村開発センター）	 議員出席

第２回町議会臨時会招集（議場）	 議員出席
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